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主論文 

A comparison between plastic and metallic biliary stent placement in patients receiving 

preoperative neoadjuvant chemoradiotherapy for resectable pancreatic cancer 
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論文審査の要旨 

 

近年，切除を企図した膵癌に対する術前化学放射線療法（NACRT）は注目されている

が，術前治療期間中の胆道ドレナージ法についての報告は少ない．本研究は NACRT 中

のメタルステント（MS）及びプラスチックステント（PS）の使用が周術期および医療費

等に及ぼす影響についての検討である．2008-2016 年に NACRT を施行した膵癌症例の

うち，NACRT 開始時における MS 留置 17 例，PS 留置 30 例を対象とし，NACRT 中の

ステント再介入率，術前治療完遂率，手術成績，術後合併症，医療費について両群間で

比較検討を行った．その結果，NACRT 中のステント開存性は PS 群に比し有意に MS 群

で高く，また他の因子では両群間で有意差を認めなかった．以上から，術前化学放射線

施行期間中のドレナージ維持には MS が有用であると結論づけている． 

 公聴会では，メタリックステントの種類の選択基準，ステント留置後の血清ビリルビ

ン低下率の差異，放射線治療におけるステント留置の影響，術前化学放射線療法と比較

して化学療法のみを行う場合の減黄処置の相違，今後の MS および PS の選択基準を設

定するための更なる検討、前向き臨床研究のあり方，といった今回の結果に基づく展望

等について質問がなされ，いずれも適切な回答がなされた． 

近年増加傾向にあり、長期予後が非常に不良である進行膵癌の治療成績の向上におい

て本論文の貢献は大きく、博士（医学）の学位に値する． 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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